
豊中市社会福祉協議会の

CSWと生活困窮者自立支援とりくみ

地域共生社会へのあらたなステージへ

多機関協働支援と地域づくり

社会福祉法人 豊中市社会福祉協議会 勝部麗子

マスコットキャ
ラクター“びーのん”
よろしくね！！



地域共生社会への新たなステージ

・一人も取りこぼさない ・・・SOSを出せない人に届く

・排除から包摂へ ・・・総論賛成各論賛成へ

・支えられた人が支える人に

・全ての人に居場所と役割を

・・・それを支えるための丸ごと

断らない福祉

多機関協働

・・・福祉が町おこし

・・・社会的孤立への対応



1,豊中市社会福祉協議会のCSWの取り組み
２００４年から地域福祉計画に位置付け

①制度の狭間から地域づくりへ

②住民と協働するワーカー

③ライフセーフティネットの仕組み

④プロジェクト会議（出口づくり）

総論賛成各論賛成 排除しない地域づくり

→ 個の課題から地域づくりを考える

ゴミ屋敷・子供の貧困・ひきこもり・8050
アルコール依存・刑余者などなど

社会的孤立へのアプローチ



 

CSW 
(制度の狭間の支援) 

 

①見守りネットワーク 

・小地域ネットワークの活性化 

・マンションへの対応 

②ローラー作戦・ＳＳＷとの連携 

③セーフティネットの 

しくみづくり 

④なんでも相談のバックアップ 

⑤地域福祉ネットワーク会議 

⑥個別支援から地域づくり 

⑦課題共有 

14 人 

生活支援 

コーディネーター 

 

・介護予防 

・高齢者の参加メニュー開発 

・生活支援サービスの開発 

・民間サービスネットワーク 

・地域福祉 

   ネットワーク会議 

個別支援 
   (伴走型) 

・就労・生活支援 

・アウトリーチ 

4 人 

【地域福祉推進専門職の役割】 豊中社協(案) 

生活困窮者自立支援制度 

くらし支援 

パーソナルサポートセンター 

福祉なんでも相談 
（小地域福祉ネットワーク） 

地域包括支援センター 


CSW

(制度の狭間の支援)



①見守りネットワーク

・小地域ネットワークの活性化

・マンションへの対応

②ローラー作戦・ＳＳＷとの連携

③セーフティネットの

しくみづくり

④なんでも相談のバックアップ

⑤地域福祉ネットワーク会議

⑥個別支援から地域づくり

⑦課題共有

地域包括支援センター

福祉なんでも相談

（小地域福祉ネットワーク）

くらし支援

パーソナルサポートセンター

生活困窮者自立支援制度

【地域福祉推進専門職の役割】　豊中社協(案)

アウトリーチ

地域づくり

生活支援

コーディネーター



・介護予防

・高齢者の参加メニュー開発

・生活支援サービスの開発

・民間サービスネットワーク

・地域福祉

　　　ネットワーク会議

4人

14人

個別支援

 　　(伴走型)

・就労・生活支援

・アウトリーチ

















 



　







２，豊中の総合相談とアウトリーチ

地域住民・なんでも相談・事業所・大家、管理組合・貸付・学校・民生委員等

見守りローラー作戦 ↓
生活困窮案件・サービス拒否・ひきこもり 等のケース

↓
アウトリーチ 伴走型支援

↓                                          
アセスメント

↓
モニタリング 緊急対応・経済再建支援・生活支援

地域との連携 ↓
サービスとの連携 出口支援（居場所と役割〉

居場所づくり 就労支援 （個を支えるための支援）

↓
地域づくり（制度の狭間を支えるための仕組みづくり）



３，一人も取りこぼさない 入口の地域づくり
早期発見・アウトリーチの必要性

① 措置から契約へ福祉制度が大きく変化したことに伴い

ＳＯＳを出せない人、サービス拒否者は繋がらない

② 本当に困っている人はなかなか制度に結び付かない

↓
Ａ民生委員・校区福祉委員による早期発見

見守り、声掛け、福祉なんでも相談

Ｂ住民による見守りローラー作戦

民生委員、福祉委員、地域包括支援センター、ＣＳＷ

Ｃ多機関との連携による早期発見

生活困窮者・社会的孤立者の早期発見のための検討会議

行政の滞納状況・ＳＳＷ・病院などとの連携



3-1校区福祉委員会活動

個別援助活動･･･見守り・声かけ活動・個別支援

グループ援助活動･･･ふれあいサロン

世代間交流・ミニデイサービス

会食会・子育てサロン

その他･･･災害時の安否確認事業

子どもの安心安全見守り活動

福祉なんでも相談窓口



3-2一人も取りこぼさない
ローラー作戦 年間4000軒
見守りマップ作り



3-3  コロナ禍でも往復はがきで安否確認



3-4コロナ禍では会食会はテイクアウト方式に



3-5高齢者応援事業者による見守り緊急時の対
応の仕組み



4,地域づくりの考え方(排除ではなく包摂を)

１）個の課題から始まる地域づくり

（ソーシャルサポート ネットワーク）

本人の居場所と役割づくり

本人支援と地域との関係修復

２）制度の狭間を支える公民協働の仕組みづくり

当事者・住民参加を基本に関係機関と

プロジェクト会議を作る

3)その課題を支える人を増やす取り組み

4）福祉からだけでなく楽しいからつながる工夫

（豊中あぐり、お店等）→福祉がまちおこし



5－1，コミュニティソーシャルワーカーの
取り組み 個別支援から仕組みづくり

・福祉ゴミ処理プロジェクト
大量ごみの処理についてのルール化を図る

・徘徊SOSメールプロジェクト
・各種交流会の開催 同じ立場の介護者をつなぐ

・高次脳機能障害者家族交流会＆自主グループ化
・広汎性発達障害者の家族交流会＆自主グループ化
・男性家族介護者・若い家族介護者の交流会

・子ども食堂
・豊中あぐり
・引きこもりの居場所づくり びーの×マルシェ
・内職広場・道端の駅
・福祉便利屋
・フードドライブ
・８カ国語の地域福祉ガイドの作成



5－２，豊中の生活困窮者支援プログラム開発

善意銀行の生活困窮者貸付

民生委員助け合い資金

物品提供

衣類 ・・寄付

食糧 …フードドライブ ダイエーの食品ロス事業

リユース…環境部との連携引っ越しごみ（家具・自転車の

リユース

施設 社会貢献費用との連携

一件１０万円まで現物支給



社会資源開発

（地域づくり）

・個を支える人間関係の修復

・地域課題を解決するための社会資源開発

当事者とともに作っていくことが大切

・SOS出しやすくしていく地域づくり



事例１,ごみの片付けから生活改善につながったケース
ごみ屋敷状態で住めなくなった家があることを相談

本人宅を訪ねる(なかなか会えない)

本人は片づけられなくて困っていた

地域住民や関係 福祉ごみ処理プロジェクト 啓発

機関と家を片づける (行政・住民・民間事業所) ゴミ屋敷は

社会的孤立

サービス導入

生活改善 費用・分別・運搬ルール化 排除ではなく包摂を



ゴミ屋敷リセットプロジェクト



ルール作り プロジェクトチームを作る
対象 高齢者･障害者・子育て世帯等自力で片付けが

できない人

本人同意を取る(本人の困り感からSOS出せるように)
片づけの日を決め臨時ごみとして予約を取る

本人が支払える場合 @170円
本人に支払い能力がない場合 生活保護 減免

社会貢献費用等

↓
今後かかわりが必要なメンバーで片付け

ゴミの問題ではなく本人の困り感に着目(排除⇒包摂)
↓

その後の見守り体制を作っていく(ヘルパーなど)



事例2 ひきこもり支援

母親からの相談

★家族会・学習会 本人への面談

★ 居場所づくり・就労体験

★ オーダーメイドの仕事づくり(手記・詩集・漫画）

★ 就 労

家族会づくり・居場所づくり・就労体験開発・啓発



すべての人に居場所と役割を
引きこもりの就労支援プログラム

 CSWの相談の中で対応が難しかった就労まで距離のある若年の支援(ニート・ひきこもり・リストラ・ホ
ームレス等)

→就労準備的な活動 *本人との目標設定(PSプラン)

居場所→就労プログラム→就労体験→就労

①居場所…週4回(生活面と自己肯定感、仲間意識)
②就労プログラム2時間一コマ 活動費支給

③就労体験…新聞配達、団地の草ひき、買物支援、パン屋さん

農業、林業、うどん屋さん等地域に職親を作っていく

→職域開発地域のネットワーク発揮 活動費支給

④びーの×マルシェでの定期的な就労体験

⑤就労訓練…パートで一定期間仕事に就く(この間就活)
⑥就労支援…就労支援センター・ハローワークとの連携

一般就労

就労準備

就労体験

中間的就労

居場所参加

アウトリーチ

家庭訪問
家族会参加

生活支援 500円/2H 新聞配達 就職活動
地域就労支援

センター

OB会



豊中びーのびーのプロジェクト

 対象：発達障害，引きこもりなどで就職に

距離がある人

 活動費：１コマ（10:00～12:00，

13:30～15:30）につき500円

 あらかじめ、プログラム予定表を作成し、

参加したいプログラムにエントリーしてもらう

★プログラム参加の中でオーダーメイド型の

支援を行う



プログラム進捗状況（就労体験）

就労体験プログラム…ジョブサポーターと共に仕事を体験

・出前市場のサポート…府営住宅での出前市場の際、

お買い上げの商品を家まで運ぶ

・情報誌、夕刊配達

支えられていた人が支え手に変わる



福祉便利屋(住民主体B1)の取組
200円/15分の支え合い



引きこもり経験者がCSWの漫画を出版



コロナ禍の癒しにメダカプロジェクト
メダカは引きこもりだった青年が育てた



びーの×マルシェ

びーの×マルシェオープン！
「豊中びーのびーの」（引きこ
もり等の若者支援事業）と「豊
中市小売商業団体連合会」の協
力でお店を6/12にオープン！



ふつう
みんながぼくらにいってくる

「ふつう」になれといってくる

ぼくらは「ふつう」になれないのに

ふつうというギブスのせいで

ぼくらはいっぱい傷ついて

ひとりぼっちでないてきた

「かわれ」「かわれ」ってみんながさ

ぼくらにいってくるけどさ

ほんとにかわらなきゃいけないのは

ほんとにぼくらなの？

ぼくらは「ふつう」にとどかないのに 詩／伊谷たかや



事例3 子供の貧困への対応
お弁当時間に廊下に出ていく子供のことで学校より相談

学校に訪問(フードバンクを持ってアウトリーチ)

母子世帯困窮を把握（家庭訪問）

緊急支援(食材・医者代・ライフライン)

生活保護(サービス拒否 )

世帯には ひきこもり息子には 子供には

生活保護手続き 就労支援 子ども食堂への案内

学習支援 →ボランティアに



③すべての人に居場所と役割を
子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業

～子どもの居場所ネットワークの構築～

《小学校区レベル》
「子どもたちの居場所」

一人ぽっちをつくらない
生活力をつける

自己肯定感を高める
自分の役割を感じられる

【実施主体】
校区福祉委員会

【内容】
子ども食堂・フリータイム・
学習支援（学生ボランティア）

《圏域レベル》
※市内7圏域

「福祉施設を中心にした
トワイライトステイ」

施設の社会貢献事業
地域で支えきれない子どもの支援

【実施主体】
社会福祉法人

【内容】
子ども食堂・入浴・学習支援

《民間企業・NPOなど
の活動団体レベル》

「民間性・専門性を活かした支援」

子どもの貧困対策
家庭の経済状況による学力格差の解消

《社会福祉協議会》
コンセプトの共有

フードバンクの構築
学習会の実施



企業とコラボレーション
フードドライブ



豊中社協独自のフードバンク困窮世帯などに



社会資源開発 くるくるパントリー



ひとり暮らしの大学生等へ
食材応援プロジェクト



食材支援プロジェクト
手作りマスクも…



食材支援応援キャンペーン
寄付付き商品に支援が高まる



7，今、求められる地域づくりへの期待
①早期発見や地域包摂を目指す

地域との連携が欠かせない→住民との協働できる相談窓口

＊市役所に各セクションが集まっているだけの総合相談では庁内連携で

よい→ できるだけ地域に身近な場所と匿名性の高い相談窓口が必要

＊まるごと相談は行政の内部だけの統合か、地域との連携か？

②断らない福祉を進める

制度の狭間から仕組みづくりを行う問題解決の仕組みづくり

③本人支援と地域にわがごととしてとらえる人を増やす支援

例）７人に一人の子供の貧困で１人の支援だけではなく

6人の予防もみてみぬふりをさせない地域づくり

④地域づくりの方法

１）個の課題から始まる地域づくり（ソーシャルサポートネットワーク）

本人の居場所と役割づくり

２）制度の狭間を支える公民協働の仕組みづくり

当事者・住民参加を基本に関係機関とプロジェクト会議を作る

３）福祉からだけでなく楽しいからつながる工夫→福祉がまちおこし
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